
1 学期 前期 必修選択

教　科　書

参考文献及び指定図書

授　業　の　形　式

履修上の注意または
履修条件

成績評価の方法

課　題　･　質　問　等　の
受　付　方　法

目的または到達目標

授

業

内

容

受　講　心　得

学年

インターンシップＡ

廣田　篤彦

0

建築家・建築技術者として建築設計を行うにあたって、建築物の設計又は工事監
理に係わる実践的な能力を培う。
設計・工事監理に係わる概要把握を主たる課題とする。
指導は現場で実務に携わる建築士が行う。

授業科目名（英文名）

担　当　者　名
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Ⅰ　建築設計事務所の業務概要の学習
（第1日目～第5日目 　：8時間/日）
設計・工事監理業務全般の概要を把握するため、基本計画から完成までの設計・工事監理のプロセスを
実践的に学習する。

Ⅱ　基本計画の学習
（第6日目～第10日目 　：8時間/日）
建築主との打合せに参加し、与条件の把握と企画・基本計画の立て方など基本計画業務について学習
する。法的事前調査を介し、与条件を分析整理して構築する基本計画のあり方を学ぶ。

Ⅲ　基本設計・実施設計の学習
（第11日目～第15日目 　：8時間/日）
企画に関する協議に参加し、模型や基本設計図を作成するなど、基本設計のあり方を学習する。建築一
般設計図、工事予算書の作成、確認申請業務など、実施設計のあり方を学習する。

Ⅳ　現場監理業務の学習
（第16日目～第20日目 　：8時間/日）
工事現場の行程会議に参席し、施工者との打合せ、現場検査等の中で、工事の実態と設計・工事監理業
務について学習する。

＜ガイダンス・報告会等を除く実時間　計１６０時間＞
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